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●
少
数
民
族
が
散
居
す
る
中
部
高
原
は
、
戦
後
、
水
源
開
発
や
開
墾
・
入
植
な
ど
様
々
な
政
策
が
適

用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
人
類
学
の
手
法
か
ら
持
続
可
能
な
開
発
を
提
言
す
る
画
期
的
労
作
。

　

本
書
は
ベ
ト
ナ
ム
の
辺
境
地
域
─
中
部
高
原
の
二
つ
の
灌
漑

事
業
地
域
を
事
例
と
し
て
、
国
家
の
開
発
計
画
と
環
境
計
画
の
実

現
の
た
め
に
行
わ
れ
る
少
数
民
族
の
定
住
事
業
及
び
再
定
住
事

業
が
少
数
民
族
の
実
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
及
ぼ
し
つ
つ
あ

る
影
響
を
考
察
す
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
中
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
次
ぐ
日
本
の
政
府
開
発

援
助
供
与
先
で
あ
り
、
中
部
高
原
に
お
け
る
水
資
源
開
発
案
件
も

ま
た
日
本
の
実
社
会
と
ベ
ト
ナ
ム
の
実
社
会
の
接
点
の
一
つ
で

あ
る
。
中
部
高
原
に
お
け
る
少
数
民
族
問
題
は
日
本
人
に
よ
る
統

合
モ
デ
ル
研
究
の
テ
ー
マ
と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に

限
ら
ず
、
日
本
の
援
助
事
業
に
は
人
文
・
社
会
科
学
─
と
り
わ
け

社
会
学
者
・
人
類
学
者
の
参
加
が
少
な
い
。

　

開
発
事
業
に
伴
う
社
会
調
査
の
目
的
は
被
影
響
住
民
共
同
体

に
対
す
る
環
境
社
会
配
慮
の
実
現
で
あ
る
。
社
会
経
済
指
標
や
保

健
指
標
な
ど
の
定
量
調
査
は
住
民
が
受
け
る
影
響
の
数
値
化
と

し
て
意
味
が
あ
る
が
、
定
量
調
査
だ
け
が
注
視
さ
れ
定
性
調
査
が

標
本
世
帯
へ
の
初
歩
的
な
聞
取
り
に
終
わ
っ
た
場
合
、
開
発
事
業

が
住
民
の
生
活
や
信
仰
の
場
を
破
壊
す
る
と
い
う
最
も
深
刻
な

影
響
が
見
落
と
さ
れ
る
。

　

ダ
イ
ニ
ン
事
業
に
お
い
て
発
電
所
建
設
予
定
の
ソ
ッ
プ
ラ
イ

地
区
に
お
け
る
ポ
ー
ケ
イ
ダ
プ
祠
堂
跡
地
の
存
在
を
世
界
銀
行

の
調
査
団
が
見
落
と
し
た
の
は
、
地
域
の
実
情
に
疎
い
調
査
者
が

伝
承
知
識
と
無
関
係
な
高
齢
者
を
対
象
に
聞
取
り
を
実
施
す
る

と
い
う
、
民
族
学
・
民
族
史
の
訓
練
を
受
け
た
人
類
学
者
な
ら
有

り
え
な
い
杜
撰
な
調
査
手
法
が
引
き
起
こ
し
た
重
大
な
過
失
で

あ
っ
た
。

　

本
書
は
、
限
定
さ
れ
た
二
つ
の
農
業
開
発
事
業
─
ダ
テ
灌
漑
事

業
と
フ
ァ
ン
リ
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ト
灌
漑
事
業
を
対
象
に
、
民
族

学
・
民
族
史
の
手
法
を
用
い
て
、
定
住
事
業
の
推
移
と
、
定
住
事

業
が
人
々
に
及
ぼ
す
影
響
を
時
系
列
的
に
叙
述
す
る
も
の
で
あ

る
。
使
用
し
た
文
献
は
基
本
的
に
全
て
原
書
で
あ
る
が
、
訳
本
が

あ
る
も
の
は
そ
れ
を
参
照
し
た
。
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一
章　

中
部
高
原
に
お
け
る
少
数
民
族
政
策
の
形
成

　
　

中
部
高
原
少
数
民
族
の
歴
史
／FU

LRO

の
誕
生
：
中
部
高
原

に
お
け
る
少
数
民
族
問
題
の
起
源
／
中
部
高
原
に
お
け
る
少
数
民

族
定
住
政
策
の
形
成
／
構
造
調
整
導
入
後
の
少
数
民
族
の
困
窮
／

一
九
九
〇
年
代
の
少
数
民
族
政
策
研
究
状
況
／
二
〇
〇
〇
年
以
降

の
少
数
民
族
暴
動
の
発
生
／
中
部
高
原
に
お
け
る
少
数
民
族
問
題

の
解
決
方
向

第
二
章　

チ
ャ
ム
王
家
に
よ
る
中
部
高
原
支
配

　
　

中
部
南
方
に
お
け
る
高
原
と
沿
海
の
関
係
史
／
カ
ロ
ン
渓
谷
の
土

地
と
そ
の
所
有
者
／
チ
ャ
ム
王
家
の
中
部
高
原
支
配
／
チ
ャ
ム
王

家
に
よ
る
中
部
高
原
支
配
の
本
質

第
三
章　

灌
漑
事
業
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
な
い
人
々

　
　

ダ
テ
灌
漑
事
業
と
マ
ー
族
／
主
穀
生
産
─
焼
畑
農
業
を
め
ぐ
る
村

人
と
林
業
公
社
の
関
係
／
日
雇
い
労
働
─
竹
取
を
め
ぐ
る
村
人
と

水
利
施
設
保
安
担
当
者
の
関
係
／
ダ
テ
ダ
ム
建
設
以
後
の
人
々
の

生
存
戦
略
／
隣
接
す
る
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
地
域
と
の
比
較
／
新
た
な

移
住
開
拓
計
画
／
コ
ン
オ
山
塊
に
お
け
る
定
住
化
の
教
訓

第
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灌
漑
事
業
の
享
受
を
拒
絶
す
る
人
々

　
　

フ
ァ
ン
リ
・
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
ト
灌
漑
事
業
と
カ
ロ
ン
渓
谷
／
カ
ロ

ン
渓
谷
の
人
と
歴
史
／
被
影
響
住
民
の
不
安
／
過
去
の
移
住
の
経

験
／
王
家
の
水
田
の
現
状
／
移
住
が
人
々
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
、

こ
れ
か
ら
の
移
住
へ
の
展
望

終
章

　

引
用
文
献　

お
わ
り
に　

付
録


